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「帝京大学薬学部における学生-大学教員-

指導薬剤師の連携システム」 



【目的】 
 6年制薬学教育において実務実習の円滑な実
施管理は重要な課題である。 

 本学では、実務実習進捗の管理、学生との連絡、
および実習施設との連携を補完する独自のWeb

システム(TJシステム)を構築し、2010年度第1期
から第3期まで247名、206施設で実施した薬局実
務実習について使用した。また、2011年度は病院
実習における週報提出、6年生との連絡ツールと
しても使用している。これらの運用状況について
報告する。 
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学生情報を管理 
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メッセージ着信通知をメールで受信 
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携帯電話利用の例 
（学生が教員からのメッセージを受信） 

 
帝京 花子 様 

Re:第三週目週 

                                 

 学生の携帯電話画面 

（「メッセージ着信通知」を 

メールで受信） 

学生氏名 

メッセージのタイトル 

教員氏名 

TJシステムのURL 



メッセージ送信済み一覧 
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閲覧時間 

添付ファイルあり 

実習施設にリンク 送信時間 



商品名を覚えるクイズ
(携帯・PC) 



3月12日(土)朝6時
に実習施設に送信 

平成23年３月１１日（金）14時50分 地震発生に対する対応 

全施設に送信
しても、既読
がわかるので

安心。 
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実習中の学生に送信 

学生全員に送
信しても、既
読がわかるの
で安心。 



【当時の実習状況】 

 ・教員２名は研究棟実務実習溝口センターで仕事中 

 ・学生８名は２グループに分かれて、附属病院で実習中 

    学生Aグループ（注射薬室）／  学生Bグループ（調剤室） 

▼16時過ぎ：大学薬学部（相模湖）とは連絡は付かず。電話、携帯
がつながらない。TJシステムの送受信は可能であった。 

▼17時：東急田園都市線、横浜線、根岸線等、鉄道交通機関が回復
しないことが判明。 

▼18時：食料を購入し、配布 

  パンとペットボトルを近くのコンビニより人数分購入し、学生
に配布する。「気を付けて帰宅するように」と伝える。 

▼相模湖（薬学部）の校舎の被害は甚大であるとの情報を得た。 

■東日本大震災発生時における実習先での対応 

 （実習先：帝京大学医学部附属溝口病院） 

平成23年３月１１日（金）14時50分 地震発生(震度5強) 

(医療薬学フォーラム2011で発表) 



第３期実務実習生および教員の１１日震災時の帰宅状況 

学生Ｎｏ Ｇ 性別 住所地 当日帰宅方法等 

Ｎｏ１ Ａ 男 川崎市高津区 自転車（通学） 

Ｎｏ２ Ｂ 男 東京都北区上十条 徒歩（約５時間） 

Ｎｏ３ Ａ 男 相模原市中央 親戚、自家用車 

Ｎｏ４ Ｂ 男 東京都杉並区高井戸 徒歩（約３時間） 

Ｎｏ５ Ｂ 男 東京都杉並区大岡山 徒歩（約３時間） 

Ｎｏ６ Ａ 男 東京都目黒区五本木 徒歩（約４時間） 

Ｎｏ７ Ｂ 男 東京都北区上十条 徒歩（約５時間） 

Ｎｏ８ Ａ 男 横浜市青葉区柿の木台 徒歩（約１時間） 

Ｇ；所属グループ 

 

教員名 住所地 当日帰宅方法（通勤電車等状態）等 

教員１ 八王子みなみ野 ＪＲ横浜線、東急田園都市線不通；帰宅難民 

教員２ 横浜市栄区 ＪＲ南武線、ＪＲ湘南新宿ライン不通；帰宅難民 



▼薬剤部長と協議 

 「薬剤部員も揃わない可能性があるの
で、実習生は自宅待機。」 

  課題を薬学部随行教員が作成し、TJ
システムで送信。 

 課題の内容は、病棟実習期間中であり
疾患に関する内容やケーススタディ等を
テーマにした課題を課す。 
 



震災対応時に学生に送信したメッセージの内容 

TJシステム送信画面 

添付にて課題を送信 

学生への連絡内容 



大腸がんに関する課題 がん性疼痛治療に関する課題 

自宅学習期間に課した課題の１例 



東日本大震災による実務実習への影響 

 

月 日 

 

薬剤部 

 

薬学部 

実務実習生 随行教員 

 

３月１１日（金）夕方 

         夜 

通常業務 通常 通常 

夜間業務 － 帰宅難民 

３月１２日（土） 土曜業務 休日 学部出勤 

３月１３日（日） 休日業務 休日 休日 

３月１４日（月） 通常業務 自宅学習 自宅待機 

３月１５日（火） 通常業務 自宅学習 自宅待機 

３月１６日（水） 通常業務 自宅学習 通常 

３月１７日（木） 通常業務 実習再開 実習再開 



・災害等の予期せぬ場合に、実務実習等をどのよ
うに実施するかは、当事者の判断が重要となる。
本学の学生と大学教員等との連絡ツールである
ＴＪシステムが今回非常に役だった。 

 

・学部として、震災時の実習生の対応を徹底する
必要がある。 

帝京大学医学部附属溝口病院の 

実務実習における災害時対応のまとめ 



タイトル：ＴＪシステムについて  
送信日時：2011年10月04日 20:03:44  
> 厚○○先生御侍史  
>  
> 平素は大変お世話になっております。  
> 本日、○○君の２回目の進捗状況（形成的評価）を送信いたしました。  
> 御確認下さいませ。  
>  
> また、先日いただいたメールで、ＴＪシステムの良さについてご質問がありましたが、  
> それについてお返事させていただきます。お返事が遅くなり大変申し訳ございません。  
>  
> ６年生実務実習がスタートして２年目ですが、当薬局では昨年他大学２校の受入を行
いました。各大学共に紙媒体の評価報告であり、大学との密な連絡が不可能で、担当教
員とも定期訪問のみの情報交換でした。  
>  
> 帝京大学のＴＪシステムのメリットを以下に記します。  

実習薬局からのメール 



> ・進捗状況、担当教員との連絡が、ＰＣ画面を一つ開けば何時でも容易に出来る。  
> （メニュー画面一つに最低限必要な情報のやり取りの項目が並べてあり、見やすく気軽
にアクセスできる。）  
>  
> ・実習生の大学への報告書も閲覧できる。  
> （実習生の悩み、やりたい事、興味をもった事など、受入れ側ではなかなか知りえない
情報をＴＪシステムでは共有できる。言い換えれば、実習生の報告書＝薬局に対する評
価 と考え、今後の指導法に活用できる。）  
>  
> ・担当教員への連絡も、通常メッセージ、緊急メッセージと分かれていて連絡の重要性
を判断し易い。  
>  
> ・学生と担当教員、指導薬剤師が一つのシステムを共有することで、仲間意識が芽生
える。  
> （○○君とも、ＴＪシステムについてよく話しています）  
>  
> 以上、簡単ではありますが、意見を述べさせて頂きました。  
> ご参考にしていただければ幸いです。  
>  
>  
> ○○薬局   ○○ ○○  



 学生が利用可能な端末は携帯電話あるい
はPC端末であるが、携帯電話を利用した学
生が多かった。携帯電話の利用により、学生
のメッセージ確認と担当教員への返答は迅
速であった。担当教員は、学生と実習施設に
送信したメッセージを相手側が未読か既読
かどうかを支援システムで確認できたので、
状況把握が簡便であった。 

【結果および考察】 



 東日本大震災の際は、電話や携帯電話
がつながりにくい中、本システムによる学
生の安否確認がスムーズに行えた。帝京
大学溝口病院では、自宅待機の間、本シス
テムで課題を課し、学生に提出させるなど
有効に機能した。 

 また、学生実習施設の情報を支援システ
ムで一括管理できるので担当教員の負荷
が軽減した。 



 本年10月より、教員教授総会メンバー全
員にi-Padが貸与されたことにより、学校を
離れての訪問指導の際にもGoogleマップ
を参照するなど、より効果的な 

使用が可能となった。 

 本学独自のWebシステムが有効に機能
し、実習施設との連携とともに、担当教員
の支援にも有用であることを確認した。 
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